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す. [沼 l~コ，ホスト 3 は省略しであるが，ホスト l と i弓
じ構成となる.第 J階層の待ちモデノレへの入力には









































Point-to-point communication system with a relay node. 







え :ホスト 1から 3へのトランザクション宝IJ
着率







( 1 ) 端末から通信システムへのトランザ、クションは
ポアソン到着とする.
(2 ) 各待ちモデノレでの処理時間は指数分布とする.
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ホスト 1 ホスト2
顕 2 通信システムの待ち行列網モテツレ
Fig. 2 Queuing networl<: model of a communication system. 
着率， 上位 (1+ 1) J習からの入力 上位(I + 1)腐への出力
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と表される.ただし， 1豆l;玉L.また，ん(l)=J.l(l).
次l乙中継局ホスト 2でのん(l)を求める.最上位
















としている. ホスト t の第 ll~軒高明í'ちモデルの平均通
過時間を 1Vi(l)とする.このとき，ホスト 3の TSS
サービスを受けるホスト 1のユーザ、から見たトランザ
クションの平均応答時間 T13 は次式で与えられる
L L 1 L 
T13=2x 2: 2: 7Zk Wl(l)十4x2: ~ 7Zk W2(l) 
l=lk=l l=lk=l 
L L 




ホスト tの第 1積層の平均通過時間 Wi(l)を求める.
仮定より，第 II桂J~iの待ちモデルに M/M/1 モデノレを
適用すると，日ん(1)は次式で与えられる.




T13=2x 2: 2: 7Zk[fJ(l)/{1-A1(l)tl(l)} 
十2x t2(l)/ {1-A2(l)t2(l)} 
十お(l)/{1-A3(l)t3(l)} ] 
L L L 
=2x 2: 2: 7lk[fJ(l)/{1-2: 7lkAt1(l)} 
L 



























表 1 1世話ljJメッセー ジ数と平均モジュー ノレ処理Il寺!I!iJ
Table 1 Number of control messag巴sand mean 
processing time of modules. 
L 階=4路 nl tIn(s J) tI2n(s J) fms(S J)
4 2.0 4.6 3.425 4.6 
3 3.0 3.0 2.135 2.5 
2 0.5 2.6 1.925 2.5 
l 27.5 0.42 0.42 0.42 
0.6 
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図 4 ユーザトランザクションの平均応答時間
Fig.4 1¥1ean response time of user transactions. 
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実システムの 3台のホスト(ホスト 1=M 382，ホ
スト 2=COSMO 800 J[，ホスト 3=M 360 AP)を
使って，えを変化させた場合のホスト 1のトランザク
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